
主要施策等 意見の要旨 計画への反映、具体的な対応

1

第4章個別施策

１循環器病の予防や正

しい知識の普及

　循環器病予防や健康寿命延伸に

関する県民への意識づけのための

啓発を進めていく取組みが大切で

ある。

健康寿命の延伸に向け、引き続き循環器病の予防や正しい知識の普及に努め

てまいりたい。

2

第4章個別施策

(4)リハビリテーション

の体制整備

　退院後も外来心臓リハビリテー

ションを継続するためには、かか

りつけ医との連携が重要。そのた

め、心リハ算定施設やかかりつけ

医に調査を実施し、課題を抽出す

ることが必要である。

ご意見も参考にしながら、外来心臓リハビリテーションの充実に向けて、関

係機関と対応を検討してまいりたい。

3

第4章個別施策

(4)リハビリテーション

の体制整備

　重複障害を有する高齢の循環器

病患者においては、回復期・生活

期における心臓リハビリテーショ

ンの整備が課題と考えられるた

め、回復期リハビリテーション病

院と在宅事業者との連携に関する

実態調査が必要と思われる。

　ご意見も参考にしながら、心臓リハビリテーションの充実のため、急性

期・回復期・維持期の連携体制について関係機関と対応を検討してまいりた

い。

4

第4章個別施策

(4)リハビリテーション

の体制整備

　高齢の心不全患者等に対する退

院後の疾病管理が重要。そのた

め、メディカルスタッフの人材育

成や資質向上などの取組みが必要

である。

　ご意見も参考にしながら、高齢の心不全患者等についての理解を促進する

取組みについて、今後、関係機関と対応を検討してまいりたい。
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5

第4章個別施策

(4)リハビリテーション

の体制整備

　脳卒中のリハビリテーションを

提供できるよう、多職種による質

の高いリハビリテーションが行え

る体制の構築が必要である。たと

えば、事例の帰結を各医療スタッ

フで会議等により情報を共有する

ことが大切である。

　ご指摘の「支援事例を会議等により情報共有すること」は、大変意義深い

ものであると理解しているが、実現に向けては課題もあるのではないかと考

えている。ご意見については、機会をとらえて関係機関と情報共有してまい

りたい。

6

第4章個別施策

(9)小児期、若年期から

配慮が必要な循環器病

への対策

　意見はおおむね計画に盛り込ん

でいただいた。

　なお、単心室・単心房などの重

度の先天性心疾患患者に行われ

る、フォンタン術後に肝臓や腎臓

などの新たな疾患が報告されてい

るので、先天性心疾患の状態がわ

かる内科医（腎臓や肝臓）との連

携をお願いしたい。

  ご意見については、機会をとらえて関係者と情報共有してまいりたい。


